


高専祭を終えて 高専祭実行委員長

電気電子工学科４年　内田　広夢

　皆さん高専祭本当にお疲れさまでした。毎年雨に見舞われ

ることの多かった高専祭ですが、今年度は絵にかいたような

快晴で、心なしか例年以上に来場者の方が多かったのではな

いかと思います。

　まず始めに、前夜祭文化祭ともに時間通りの進行ができず、た

くさんのご迷惑おかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

　私は1年生の頃より実行委員をやっておりまして、長いこと内

側から高専祭を見てきたわけですが、やっぱり高専祭っていい

ですね…バンドだったり、部活だったり、イベントだったり、出

店だったり、すべてのものからみんなの久留米高専が大好きだ

って気持ちがあふれていて、みんなが笑顔で楽しそうで、そんな

お祭りを運営できていることを本当に光栄に思います。

　実行委員会最後の年に委員長をやらせてもらったわけで

すが、今さらになって自分は多くの人に助けられていたのだ

と気づきました。学生課の方や先生方、数々のサポートをし

てもらいました。実行委員のみんなは本当にいい子たちで、

こんな僕を信じて最後までついてきてくれました。そしてな

によりも学生の皆さんです。出店や各種ステージイベントで

盛り上げていただきましたし、時には応援や励ましの言葉を

たくさんいただきました。この文章を書いている今でも思い

だして泣きそうなほど皆さん優しくて、フィナーレでは思い

がけず泣いてしまいまして、胴上げされたのは一生の思い出

になること間違いなしです。

　フィナーレでも言いましたが、高専に入って本当によかっ

た。そして実行委員に入って本当によかったと終わってしま

った今しみじみと思います。写真を見ていると、どの写真の

みんなもすごく楽しそうな顔で笑っている僕しかなくて、ど

んだけこいつは楽しかったんだよｗｗって思います。

　最後になりますが、この4年間で僕は『本気』の大切さを知り

ました。手を抜けば楽ですが、終わった後に何も残りません。

本気でやったからこそ泣いたり笑ったり、強く思い出に残る

と思うのです。今回の高専祭あんまり楽しめなかったそこの

あなた!!来年こそは本気で高専祭にぶつかってみてください!!

そうすれば新しい何かがあなたを待っていると思います。

体育祭を終えて 体育祭実行委員長�

機械工学科４年　中村　謙介

　今年は天候に一切左右されることなく快晴の中、第五十一

回目となる体育祭を行うことができました。

　今年もやはりやってきました。開祭式になると何の打ち合

わせもなく現れるアマチュア高専芸人。高専祭のイベント（

女装コンテスト）で一躍有名人となったケンタウルスさん一

行の活躍により例年まれに見ない実行委員泣かせの遅延で

運営側は焦燥感に苛まれることとなりましたが、選手宣誓通

りに体育祭を大いに盛り上げ、選手や来場者といった立場を

超えた一体感を作り上げてくれました。

　傍から見るとただのおふざけと見て取れる文化ですが、実

際は体育祭をみんなが一つとなって楽しみ最後には学科、学

年を超えて心を一つにして感動を与えてくれるよき文化で

あり、これこそが高専健児と言われる由縁だと思います。

　そして今年の高専生はいままでとは違いふざけの中にも

何か真面目なところがあり、競技以外のところでは団長を中

心として機敏に行動していただきました。そのため例年大幅

に遅れる閉祭式を時間に余裕を持ってとり行うことができ

ました。

　私が在学している五年間の間だけでも驚くほどの時代の

変遷を感じました。しかし久留米高専生の新しいことにチャ

レンジしそれを凌駕する力を看板、応援合戦、競技のお花摘

みで垣間見たと思います。

　そんな久留米高専の一大イベントの体育祭で一翼を担わ

せて頂けたこと、一緒に作りあげた笑いあり感動ありの思い

出は一生の宝物です。本当にありがとうございました。

　来賓の方をはじめとして、体育祭の開催にあたって協力し

て頂きました教職員の皆様、地域住民の皆様、学生の皆様方

に体育祭実行委員一同心から感謝申し上げます。
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大イベント
機械工学科４年　堺　大翔

　夏休みが終わり、僕の嫌いな定期試験が始まりました。台

風の影響でとても長く感じた期末試験。勉強をしている最中

も「工場見学旅行行きたいなー」とずっと思っていました。そ

んな試験を乗り越え待ちに待った高専生活の大イベント工

場見学旅行が９月２６日から始まりました。

　僕たち機械工学科は関東方面へ行ってきました。４日間か

けて、フジクラ佐倉事業所、三井製糖千葉工場、日産自動車追

浜工場、リコー厚木事業所、東武鉄道南栗橋車両管区の５社

を見学させていただきました。工場見学旅行初日、着慣れな

いスーツを装着し、少し緊張したまま出発しました。東京に

着くころ、僕は耳抜きが苦手であるため、耳が痛くなりまし

た。しかし、工場見学では普段聞くことができない内容や、と

ても面白い内容を聞くことができ、耳が痛かったことでさえ

忘れてしまうほどでした。僕が一番、目に焼き付いた光景は

日産自動車追浜工場の小型無人機が動いている光景です。こ

れは、人が操作することなく、必要な道具や材料を適切なタ

イミングで持ってくるロボットのことです。一番関心を持っ

たことは、このロボットの開発には開発者のほかに従業員の

アイディアが含まれているということです。見学をさせてい

ただいた工場の従業員の方々全員に、ある共通点がありまし

た。それは、自分たちがしている仕事に誇りを持っているこ

とでした。お客さんの笑顔のためなどのそれぞれこだわりを

持っており率先して仕事をしていました。僕も将来働くとき

は何かこだわりを持ちながら働きたいと思いました。進学を

考えている僕にも今回の工場見学旅行はとても大きな収穫

となりました。

　また、工場の見学のほかにたくさんの思い出を作ることが

できました。想像以上に素晴らしいホテルではとても美味し

い料理を食べることができ、大浴場で心身ともに休めること

ができました。築地で食べた海鮮丼、遠くから見たスカイツ

リー、美人が多く集まっていた浅草など振り返ればいい思い

出です。今回学んだことをこれからの学生生活に生かしてい

きたいと思います。

工場見学旅行を終えて �

電気電子工学科４年　立石　真優　長　佳蓉子

　私たち電気電子工学科は工場見学旅行として、9月26日か

ら9月30日に渡り関東地方へ行きました。東京を中心に様々

な工場や観光地を周りましたが、特に印象に残った3つを紹

介します。

　東京工業大学の研究室見学では、３つの研究室を見学しま

した。その中で、太陽光発電に関する研究に興味を持ちまし

た。私はインターンシップでソーラーフロンティア株式会社

に行き、主な太陽電池の種類として、シリコン系太陽光パネ

ルとCIS太陽光パネルがあることを学びました。東工大では、

それぞれの太陽電池を実際に試作し、今後特に期待される

CIS太陽光パネルの高効率化に向け、材料や形成方法に関す

る研究を行っていました。インターンとの相乗効果で、太陽

光発電に対しての興味が深まりました。

　富士通株式会社ではLED通信技術や無線タグによる位置検

知システム、静脈認証など様々な最新技術を体験させて頂き

ました。LED通信技術は、色の三原色であるRGBそれぞれの強

弱を変化させることで、光に情報を持たせる技術です。LEDを

光らせることは高専の授業で行ったことがあるのですが、点

灯させるのではない方法で情報をのせるというのは新しいと

感じ、私もそんな発想を生み出せるようになりたいと思いま

した。様々な最新技術に触れ「技術の進歩が世の中を変えてい

く」ということが、実体験を通し理解することが出来ました。

　花王株式会社では、シャンプーや洗剤等の衛生関連商品の

製造過程を見学させていただきました。見学に際し、髪の毛

の製品への付着を防ぐために、ヘアキャップの装着が義務付

けられました。生産ラインに入るとき、まず目についたのは

やや黄色がかったライトです。虫よけの特殊波長を発生する

ライトが、すべての出入り口付近に設置されており、害虫の

侵入を防いでいました。さらに、可能な限り自動化を行い、人

手を減らすことで、コストカットはもちろん、衛生面の向上

も実現できることが分かりました。普段勉強している電気の

分野とは少し距離のある工場見学でしたが、衛生商品を扱う

上での徹底した生産管理を見学することができ、貴重な経験

ができました。

　工場を見学し色々なことを体験することで、就職や進学に

向け、とても有意義な体験ができ、今後を見据えるきっかけ

となりました。
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工場見学旅行
制御情報工学科４年　塩塚　大気

　今回の文章は、久留米高専の1、2、3年生に向けて書きたい

と思います。

　私たちは、9月の終わりの秋休みを使って、4泊5日の工場見

学旅行に行ってきました。行先は、学科ごとで異なりますが、

私たち制御情報工学科は大阪、横浜、東京に行ってきました。

　皆さんは、工場見学旅行にどんな期待を持っているでしょ

うか。いろいろな工場を見学して進路選択に活かしたい、同

じクラスの仲間と楽しい思い出を作りたい、など様々だと思

います。私自身も、出発前は勉強と思い出作りのどちらがメ

インなのかなと思っていました。人によって感じ方は異なる

かと思いますが、私はどちらも期待以上のものを得ることが

できたと思っています。

　工場見学では、理化学研究所、三菱重工神戸造船所、ダイキ

ン工業、横須賀ＮＴＴメディアインテリジェンス研究所、チ

ームラボの5つに行ってきました。見学で私が感じたことは、

高いレベルで仕事がしたいのならば、確かな知識と高い技術

を身に付けなければならないということです。どの見学先も

想像もできないような技術が使われており、そこで働くには

今の自分ではとても足りないと感じました。高専生活はただ

無気力に過ごすには長すぎると思います。低学年のうちから

時間に余裕のある高専生活に自ら喝をいれてほしいと思い

ます。名のある研究所や工場を見学させていただきましたが、

すべてで高専の先輩が活躍されていました。このことは私た

ちにとって大きな励みとなりました。

　旅行の面でも、非常に楽しい思い出が出来ました。東京で

の自由行動ではスカイツリーにのぼったり、渋谷で買い物を

したり、メイド喫茶に行ったりもしました。制御科の秋葉原

での遭遇率は異常でした。さすがだと思いました。宿泊先の

ホテルでもトランプやゲームで盛り上がりました。みんな合

言葉のように「優勝」と連呼していました。意味はよく分かり

ません。そんな意味のない会話でずっと盛り上が続け、次の

日の見学先で寝ないように踏ん張ったのもいい思い出です。

この点だけ真似はしないでください。

　工場見学旅行は、とても楽しく意味のあるものでした。秋

休みにわざわざ行きたくないと言っていた友人も今ではも

う一度行きたいと言っています。きっと皆さんの期待にも応

えてくれると思います。

工場見学旅行を終えて
生物応用化学科４年　山崎　夏実

　私たち生物応用化学科は、大阪と神戸に５日間、工場見学

旅行に行きました。

　旅行中、２日間をかけて日本触媒、森永乳業、大日精化、第

一三共プロファーマの４つの工場の見学に行きました。今回

の工場見学は、３年生までの日帰りの工場見学とは違い、就

職活動や自分の将来を意識して参加するものとなりました。

それぞれ短い時間の見学でしたが、今までのように話を聞く

だけでは分からなかった会社の雰囲気や、仕事の様子を見る

ことが出来ました。特に印象に残っているのは大日精化の工

場内の雰囲気です。久留米高専の卒業生や、その他にも多く

の方のお話を聞くなかで、アットホームで仲が良く、良い雰

囲気で働いているという印象を受けました。今まで実際に見

る機会のなかった会社の様子を見る事が出来た事は私にと

って、とても良い刺激となりました。また、各工場には全国の

高専の卒業生が多かったため、高専生の就職についてのお話

や、就職してからの生活の様子について具体的なお話を聞く

ことが出来ました。これから就職について本格的に考えてい

く私たちにとって、この工場見学は会社で働くということを

身近に感じる事のできた貴重な時間になったと思います。

　この工場見学旅行は、入学してから３年半の間、ずっと楽

しみにしていた行事でした。それが、始まってみると長く待

ち望んでいた時間には想像も出来なかったくらい５日間が

あっという間で毎日が充実していました。５日間という短い

時間のなか、普段の学校生活では分からなかった友達の新し

い一面を見ることが出来たり、いつも以上に多くの友達の話

を聞くことが出来たり、今まで以上にクラスの仲を深める事

ができ、この工場見学旅行はとても有意義なものとなりまし

た。残り１年と数カ月となった学生生活をクラスの皆でより

楽しく、仲良く過ごす事のできる良いきっかけになったと思

います。この経験を通して学んだことを忘れずに、改めて自

分の進路について考え直していきたいと思います。

工場見学旅行
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工場見学旅行の感想
材料工学科４年　梶木屋　翔磨

　私たちは10月26日から10月30日の5日間工場見学旅行に行

ってきました。場所は関東で、最初の3日間で神奈川県と東京

都の工場や科学館を６か所見学しました。また、4日目には東

京都内で自主研修を行い、最終日にはクラス全員で東京都の

スカイツリーなどの名所を3か所観光しました。この5日間で

私たちは普段はすることのできない貴重な体験を沢山する

ことができました。さらに、友人との絆を深め大切な思い出

を作ることができました。これよりクラスを代表して私の感

想を述べさせていただきます。

　私が１番心に残っている工場は初日に行ったANAの整備

工場です。私は材料工学科に所属しているため、材料の分野

に注目して見学を行いました。初めに工場の紹介があり、そ

の後実際に整備工場の現場を見させていただいたのですが、

私は工場の紹介の時に聞いた話にとても興味を持ちました。

その内容はボーイング７８７などの飛行機に使われている

炭素繊維強化プラスチックについてです。この材料は軽量か

つ強靭で、耐久性が高いという性質があります。この材料を

使っている機体は軽量であるため大幅に燃料を削減できる

というものでした。私は実際に強度部材に一部を見させてい

ただき、従来のアルミニウム合金で作られているものと炭素

繊維強化プラスチックが使われているものを比較すること

ができたのですが、その薄さの違いに驚きました。そして、炭

素繊維強化プラスチックのすさまじい強度と軽さを実感し

ました。軽いプラスチック系の材料が重たい合金の代わりに

なると思うと、とてもわくわくしました。改めて私も将来こ

のようなすごい材料を作ってみたいとおもいました。

　工場見学の他にも、東京観光の最中に芸能人を2人見つけ

たり、横浜のおしゃれな街や中華街を堪能したり、ディズニ

ーランドを前に普段はおとなしい友人のはしゃぐ姿を見る

ことができたりと、とても楽しい思い出をたくさん作ること

ができました。この５日間の経験や思い出をこれからも大切

にしていきたいと思いました。

三隈川工場でのインターンシップ �

機械・電気システム工学専攻１年　秦　友眞

　私は、大分県日田市にあるＴＤＫ株式会社三隈川工場で約

3週間のインターンシップをさせて頂きました。ＴＤＫ株式

会社は、ソフトフェライトの工業化を目的とするベンチャー

企業として1935年に設立され、現在ではフェライトを始めと

する電子材料・電子部品の他、ビデオテープ、オーディオテー

プ、フロッピーディスクなど各種記録メディア（磁気、光など）

の製造販売を行っている企業です。

　私はそこで電池開発室に配属され、主にリチウムイオン電

池の性能評価と新ラインの立ち上げに必要な運用規格検討

の二つの実習を行いました。より詳しい実習内容は企業秘密

の関係から明かすことはできませんが、普段の実習とは一味

も二味も違うものでした。より良い製品が求められる昨今の

社会情勢の中で日々困難に立ち向かう社員の方々の業務姿

勢を拝見したり、就職活動についてのアドバイスをいただい

たりして、刺激的な毎日を送ることができました。

　将来、研究開発の仕事に就こうと考えている私にとってＴ

ＤＫ株式会社で得られた経験はとても大きなものになった

と思います。日々新しいことを考え続け、それを実践してい

く。それは言葉にしてしまえばとても単純で簡単なことです

が、いざ行動に起こすと非常に難しいことである。と今回の

インターンシップを通して学ぶことができました。トライア

ンドエラーを繰り返す毎日は苦しいが、それが実を結んだ時

の感動は何事にも変えられないと社員の方が仰っているの

をお聞きし、研究職のやりがいと苦悩を現場の生の声で聞く

ことができたことは非常に有意義な経験になりました。

　今回のインターンシップで得られた知識や経験を忘れる

ことなく、今後の学生生活および就職活動に活かしていきた

いと考えています。今回、インターンシップ実習という貴重

な機会を与えてくださったＴＤＫ株式会社三隈川工場の皆

様、お忙しい中で私に優しく指導してくださり心から感謝し

ております。至らない点が多い私の指導に苦労することもあ

ったと思いますが、貴社で得られたことは私の人生にとって

非常に大きなものです。この場をお借りして心から御礼申し

上げます。

専攻科インターンシップ工場見学旅行
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物質・材料研究機構(NIMS)の�
インターンシップを終えて

物質工学専攻１年　井手　泰徳

　私は、茨城県つくば市の千現にある国立研究法人物質・材

料研究機構(通称:NIMS)で約3週間のインターンシップをや

らせて頂きました。NIMSは、物質・材料科学技術に関する基

礎・基盤的研究開発のほか、外部研究者への共用やポスドク、

NIMS連携専攻、連携大学院制度等を通した大学院生や研修

生を受入れ、研究者・技術者の養成を行っています。今回私は、

電子顕微鏡による組織解析とそのための技術開発を行って

いる構造材料拠点　構造材料組織解析技術グループで実習

させて頂きました。�

�

�

�

�

�

�

�

　純アルミニウムやアルミニウム合金は軽量で耐食性に優

れており、鉄道車両や航空機など輸送機関に広く活用されて

います。しかし、さらなる用途拡大のためには、本金属のさら

なる高強度化等の力学的特性の改善が不可欠となります。実

習では、その研究の一部である本金属の強化法：高圧ねじり

加工法(HPT)を使って結晶粒微細化を行い、種々の電子顕微

鏡法を用いて組織観察及び解析を行いました。電子顕微鏡に

よる研究結果に大きく左右する試験片作製をはじめ、高専で

は味わえない最先端の種々の電子顕微鏡を使用した組織観

察は忘れることのできない体験となりました。今後の最先端

電子顕微鏡の発展が楽しみです。

　私の本科時の卒業研究のテーマが組織観察を主体とした

研究であったため電子顕微鏡を使用する機会が多くありま

した。顕微鏡を使って組織観察や解析をしていくにつれて、「

組織を観る」ということに大きな魅力を感じました。そのた

め、今回のインターンシップで組織観察に関与しているグル

ープの場に携われたことは毎日が新鮮と驚きで非常に楽し

く、今後の進路について考える目的を達成するのに十分な経

験と知識を得ることができました。また、外国人が多いため

英語で話さなければならないという環境に立たされ、自分の

英会話力の低さを改めて実感できたのと改善したいという

モチベーションに繋がりました。

　今回、インターンシップ実習という貴重な機会を与えてく

ださったNIMSの皆様に心より感謝申し上げます。

夏の清掃活動報告
電気電子工学科３年　濵崎　壮磨

　7月27日水曜日に夏の清掃活動を実施しました。暑い中ご

協力いただいた学生・教職員の皆さんのお蔭で無事に活動を

終えることができました。本当にありがとうございました。

　今回の清掃活動では、文化部室棟周辺を主とした構内のゴ

ミ拾いやメインストリートその他通路の落ち葉の撤去、バイ

ク駐輪場の砂利の撤去、放置自転車の移動、前回の春の清掃

活動からは構内各所の放置傘の回収も行い、持ち主が見つか

らなかった傘については傘ステーション用の傘へと再利用

しました。また、学外では高専付近の団地周辺、久留米高専～

西鉄宮の陣駅間の農道、西鉄久留米駅付近の一番街のゴミ拾

いを行いました。

　私がこの活動を取り仕切る役に就いてこれが2度目の活動

となりましたが、やはり大人数の学生に指示を出すというこ

との難しさを毎回痛感させられます。しかしながら、このよ

うな機会は滅多に得られないものだと考えており、この役に

就けたことを非常にありがたく思っています。お陰様で回数

を重ねるたびに少しずつではありますが上手く指示を出せ

ているような手応えを感じています。

　私たちは何故、清掃活動を行うのでしょうか？「毎年あっ

ているから」、「強制されているから」と受動的な理由である

べきではないと私は考えます。私は1年生の頃からこの活動

に参加していましたが、清掃活動が終わった後の構内の風景

はいつもと変わらないように見えて確かに何かが違って見

えました。そして活動を終えると必ず何かしらの達成感が残

っていました。この活動に参加したことのない学生の皆さん

にも是非この感覚を味わってほしいのです。この達成感のた

めにほんの2時間だけ、使ってみませんか？

　次回の清掃活動は3月の終わりごろに予定しています。夏

の清掃活動は気温が高く、暑い中での活動ですが、この時期

は比較的過ごしやすい気候となりますのでおすすめです。た

くさんの参加をお待ちしています。

学生会清掃活動専攻科インターンシップ
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女子学生交流会に参加して
生物応用化学科４年　花田　菜穂子

　夏休みの終わりごろ、佐賀県波戸岬少年自然の家にて一泊

二日の『九州沖縄地区高専 女子学生交流会』が行われ、参加

しました。今回の交流会には、久留米高専、有明高専、北九州

高専、佐世保高専、沖縄高専の女子学生が集まりました。

　交流会の一日目は、アイスブレイクと各高専の行事や女子

学生の活動の発表を行いました。アイスブレイクとは、初対

面の人同士が緊張をほぐすためにする簡単なゲームのこと

です。アイスブレイクは、緊張をほぐすだけでなく、みんなの

名前を覚えるのにも効果的です。私たちは、このアイスブレ

イクをすることで、一泊二日という短い時間の中でも、すぐ

に打ち解けることができました。アイスブレイクのあとは、

それぞれで準備したパワーポイント資料で発表をしました。

発表をして久留米高専にしかない行事だと気付いたのは、前

夜祭の花火大会と竹取りと高専健児です！また、久留米高専

にはなく、取り入れたいと感じたのは、女子学生の活動をもっ

と増やすことです。私が思い浮かぶ限りでは、現在、久留米高

専では豚汁づくりとクラスマッチくらいしかないと思いま

す。しかし、ほかの高専では、女子中学生向けに高専女子の学

生生活を話すイベントを行ったり、ＯＧを招いたキャリア講

習会や体験教室を行ったり…高専では数少ない女子学生を

活かした活動がたくさん行われていることを知りました。こ

のような取り組みを、久留米高専でもすることで高専女子の

さらなる増加や意識の向上が期待できると思いました。

　交流会の二日目は、高専をもっと地域の方々や中学生に知

ってもらうために、高専同士の連携活動の実現化に向けて、

意見交流会をしました。意見交流会では、今ならではのＳＮ

Ｓを利用した高専のＰＲホームページや、お互いの活動を報

告し合うための方法などの意見が出ました。また、高専入学

のきっかけが親戚からのおすすめなどが多く、地元の中学生

でさえも高専のことを知らないということを知りました。

　これからはこの経験を活かして、女子高専の活動を増やし

たいと思いました。

九州沖縄地区女子学生交流会

寮の行事報告
寮生会広報委員長　山下　大晴

学生寮行事

料理教室

　10月1日（土曜日）13時30分～15時、学生寮食堂にて、料理教

室を開催しました。20名の寮生が、日頃から食事を提供して

くださっている株式会社魚国総本社九州支社さんの指導の

下、お菓子作りに挑戦しました。寮生たちは5人1組となり、フ

レンチトーストやパウンドケーキなど4種類のお菓子を作り

ました。普段から料理をする人もしない人も、みんなで協力

して楽しそうに参

加 し て い ま し た 。

で き た お 菓 子 は 、

みんなでおいしく

食 べ 、参 加 し た 寮

生 は 、大 い に 満 足

したようです。

 

防災避難訓練

　10月12日（水曜日）16時、中川消防隊長（材料工学科4年）の

合図とともに、筑水寮3階補食室にて火災が発生したという

想定のもとで防災避難訓練を実施しました。訓練を通じて、

火災時における消火活動や避難経路の確認を行いました。そ

の後、今回の訓練に協力してくださった久留米市消防署員の

指導の下、実際の機器を用いて放水訓練ならびに消火訓練を

体験しました。参

加 し た 寮 生 た ち

は 消 防 署 員 の 話

を真剣に聞き、防

災 に 対 し て 意 識

を 高 め る 良 い 機

会となりました。

 

非常食シミュレーション

　10月12日（水曜日）の昼休み、放課後の避難訓練に先立って、

寮生は通常の昼食の替わりに非常食を食べました。レトルト

カレーや水で戻した炊き込みご飯など、非常時を想定したも

のでした。非常食

シ ミ ュ レ ー シ ョ

ンを通じて、いつ

く る か わ か ら な

い 非 常 事 態 に 対

す る 寮 生 た ち の

心 構 え が 少 し 変

わったようです。
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全国高専大会優勝報告 バレーボール部副部長　制御情報工学科４年　平嶋　莉奈

　今年、私達女子バレー部は久留米高専女子バレー部史上初めての九州沖縄地区高専大会優勝、そして全国高専大会優勝という結果を納め

ることが出来ました。この2大会について女子バレー部を代表して報告したいと思います。

　7月末に九州沖縄地区高専大会に出場しました。1年前の同大会では決勝で、佐世保高専に逆転負けという結果でした。それから、部員一人

一人がバレーに対する取り組み姿勢を見直し、定期的にチームミーティン

グを重ね、練習試合を増やして今年の夏の大会に挑みました。今年も決勝

戦で佐世保高専と当たりました。途中まで去年と全く同じ流れで、応援に

きて下さっていた方々は去年の逆転負けがよぎったそうです。結果は3セ

ット目の後半で逆転し、初優勝することができました。

　8月に九州沖縄地区代表として出場した全国高専大会では、予選リーグ

を勝ち抜き決勝リーグへと進みました。決勝リーグで戦ったのは、昨年の

優勝校である松江高専と準優勝校である鶴岡高専でした。両校とも初対決

であったので1年間やってきたことだけを信じて全力で挑みました。その

結果、両校ともストレート勝ちで初優勝を飾ることができました。

 最後になりましたが応援してくださっていた皆さんありがとうございま

した。来年の二連覇を目標にこれからも女子バレー部みんなで頑張ってい

きます！

九州沖縄地区高専大会優勝報告 バレーボール部部長　制御情報工学科５年　徳丸　大和

　僕たち男子バレーボール部は夏に行われた九州沖縄地区高専大会で優勝

することができました。

僕は部長でした。僕は誰がどう見ても人をまとめるような人間ではないので

、僕が部長をやることはないと思っていました。しかし5年生が自分1人でし

たので、部長をすることになりました。

 いざやってみると、人をまとめることの難しさ、ポジションや練習メニュー

を考えることの難しさ、気軽に意見を言い合える同学年がいないことの辛さ

を感じました。それに1人ですべてを考えようとしていたので苦悩の日々で

した。しかし、それも後輩たちが救ってくれました。明るくて大きく声を出し

てくれる後輩、先輩の僕にもグイグイ意見をしてくる後輩、面白い後輩、個性

の違うみんなに支えられ、自然と良いチームになっていきました。

 とても大変だったけど、充実していたし、良い経験になりました。バレーの

実力的にも人間的にも優れた後輩を持てて幸せです。後輩たちや顧問の先生

方には感謝しかありません。来年はぜひ全国優勝してもらいたいです。

３度目の全国大会 水泳部　制御情報工学科３年    藤村　統太

　私は8月に富山で行われた全国高専大会の水泳競技に出場しました。3年目となった今年は400メートル自由形で2位という結果でした。去

年は同じ種目で優勝していたので優勝できなくて悔しかったけれど、表彰台に乗れたのでうれしかったです。また、200メートル自由形でも

決勝に進出することができ、全体的にいい結果ではなかったのではないかと思います。ほかの高専の人、特に九州の高専の人ととても仲良

くなれたのでこれからももっと交流を深めていきたいなと思いました。今回は富山で開催されたので、新幹線や特急電車などを使ってもか

なり時間がかかり疲れましたが、現地のおいしいものをたくさん食べることができ幸せでした。来年は、関東地方で開催されるのでまたお

いしいものを食べるために、九州大会でいい結果を出して、全国大会に出場できるように頑張っていきます。応援してくださった皆さんあ

りがとうございました。

国立高等専門学校教員顕彰分野別優秀賞を受賞して 制御情報工学科教授　黒木　祥光

　平成27年度教員顕彰の一般部門、学生生活指導部門にて分野別優秀賞を受賞しました。顕彰題目は「プロコン指導と学生の研究活動を通じた

高専教育の高度化及びグローバル化」です。プログラミングラボ部員を中心とする卒業生の皆さんに賞を頂いたようで、面はゆく思っています。

　私と高専プロコンとの付き合いは平成14年に始まります。当時3Sの学生だった杉本憲治郎君（現早大助手）と二人三脚で、技術伝承を行う組

織作りを目標に愛好会を設立しました。当時は活動する部屋も無く、私の教員室に机や椅子を持ち込み、一緒に勉強したことを覚えています。

杉本君に続く後輩たち、紙幅の都合で紹介できないのが残念ではありますが、下級生の指導を続けてくれたのが、今の活躍の要因でしょう。

　研究活動では、優秀な成績を残した部員、および彼らに誘われた成績優秀な学生が私の研究室を選んでくれました。そのお陰で、学会発表

に値する卒業論文を多数残すことができました。専攻科に進学した学生が卒業論文を英訳し、共著として国際会議に投稿する流れができて

おり、近年では専攻科生全員が海外の国際会議で発表する機会を得ています。

　平成24年度に国立高専機構在外研究員（区分B：協定校派遣）でタイのバンコクにあるモンクット王工科大学ラカバン（KMITL）に派遣されたこ

とと、同年に始まった9高専連携事業をきっかけに国際交流に関する仕事に携わり、多数の受入プログラムを企画してきました。産業界のグロー

バル化は誰もが認識することだと思いますが、個人的にはグローバル化した社会でも活躍できる技

術力の向上が最優先で、そのためには英語で書かれ技術文書を理解でき、自身の成果を英語で発表で

きる、ということが重要だと考えています。KMITLはタイ有数の理工系大学ですので、技術を学ぶ同

じ学生として、母語でない英語を通じて互いに苦労しながら会話をすることにより、英語学習の重要

性や異文化について気付く機会を学生に与えることができたように思います。�

　以上、受賞に至った経緯を私なりに振り返りましたが、最近、学会活動や高専機構の共同教育、

高専プロコン委員など、学外での仕事が増え、学生と接する機会が減っているような気がしてい

ました。教員の最大の喜びは学生の成長を見守っていくとだと思いますので、これからも学生と

共に頑張っていこうと気持ちを新たにした次第です。

教職員表彰者・高専体育大会優秀者
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高専プロコン参加記 プログラミング部部長　制御情報工学科３年　三田　皓介

"proudly made by 100% STUDENTS"を目指して ロボコン部部長�

機械工学科４年　上野　虎太郎

SuperCon2016プログラミングラボ部 プログラミングラボ部前部長�

制御情報工学科３年　菅野　暁

　10月に開催された高専プロコン本選の自由部門にて、優秀賞という準優勝にあたる賞を受賞しました。
　高専プロコンの自由部門とは、全国の高専生が、最大5人でチームを作り、自由なテーマで作品を作ってプログラミング技
術とアイデアの良さを競う大会です。
　僕は、同じ部活の人と5人でチームを組み、「うぇーぶ！-Water Music Entertain-」という、水に触れて波紋を作ると、綺麗
な音楽と映像が流れるといった作品を制作しました。この大会では5月下旬までに、企画書を提出しなければなりません。そ
のため、僕たちは3月からアイデア出しを始めました。アイデア出しは、良いアイデアが出なければずっと終われない作業な
ので、先が見えないところが辛かったです。企画書を書くときは、そのアイデアの魅力や実現性などをしっかりと伝えられる
ように何度も推敲しなければならないところが難しかったです。6月下旬に予選通過が決まり、それと同時に作品の制作を始
めました。僕は、カメラで撮影している映像を解析して波紋を検出する箇所を担当しました。周りの明るさが変わったり、同
時に波紋を発生させたりなど、様々な状況でも、
正確に波紋の検出を行わせるのが非常に難しか
ったです。しかし、実験とプログラムの書き換え
を何度も繰り返し、少しずつ改善して完成させ
ることができました。頑張った甲斐があり、優秀
賞を受賞できましたが、これは自分やチームメ
イトの頑張りだけではなく、部の先輩や友人な
どの、たくさんの人の助けがあったからこそだ
と思います。彼らには心から感謝しています。
これからも、様々なコンテストに参加して、自分
の能力を向上させていきたいです。

　去る10月9日、鹿児島県において「アイデア対決全国高等専門学校ロボットコンテスト九州沖縄地区大会」が開催され、久留
米高専ロボコン部からはAチーム「GIEMON」、Bチーム「電機のかたまり」の2チームが出場しました。
　この大会においてAチームはローム株式会社より特別賞を頂きました。この受賞は久留米高専にとって12年ぶりのことです。
　私事ではございますが、小学4年生の時に高専ロボコンのテレビ放送を視聴し、自分もロボコンをしたいと思いここまで来ました。
　ロボコン部に入部した時から今まで、決して楽な道ではありませんでした。しかし、1年の時に両チームともほとんど動か
なかったあの時から、よく特別賞を頂けるまでになったと思います。これは私の2代前の部長の改革、先輩からの引継ぎ、現部
員の努力が実を結んだ結果であると確信しています。3年間、機械加工を専門に行ってきた自分にとって部長という事務方へ
の転向は非常につらいものでした。特に女子学
生の合宿が認められていない本校規定の改正
要求は難を極め、未だ道半ばです。しかし部長
の仕事は私を精神的に強くしたと思います。
　最後に久留米高専ロボコン部の更なる発展を
願い、また顧問、技術職員、事務職員、後援会、部
員保護者などロボコンに関わったすべての方
に感謝の意を表し、私のロボコン生活を締める
ことと致します。

　8月に開催されたSuperCon2016に、3Sの前田君と1Sの楢原君とチームを組んで出場し、優勝しました。
　このコンテストは東工大や阪大のスパコンを使ったプログラミングコンテストです。参加者は4日間同じ部屋で同じ問題
に取り組み続け、自分たちのチームが書いたプログラムがどれだけ良い答えを出せるかを競います。例えば、落ち物パズルゲ
ームのAIを作る問題だったことがあります。
　今年は東工大のスパコンTSUBAMEを使う回で、僕たちは阪大の会場から参加しました。去年は駒場高校に敗れ準優勝だ
ったので、今年は優勝しようと前々から前田君と話していました。個々が迷走してしまい力を活かせなかったという去年の
反省を活かし、チームメンバーそれぞれがどのような役割を担当するかを事前に話し合い、コンテスト中は互いに状況を確
認し合うことを徹底しました。それが幸いして、それぞれの書いたプログラムをス
ムーズに1つにまとめたり、問題点を指摘し合ったりすることができました。他の
チームがやらなかった大胆な戦法を実行できたのも、チーム内で意思の疎通が取
れていたからだと思います。僕にとっては3年目で最後のSuperConだったので自
分への大きな期待があり、優勝できて正直ほっとした気持ちでした。
　ところで、プログラミングコンテストは高専生の領分という感じがするかもし
れませんが、実はそんなことはなく、学力の高さで全国的に有名な高校のプログラ
マーが、プログラミング能力においても優れているという傾向があります。僕より
強い中学生などが国内にいくらでもいます。上には上がいるということを日々感
じていて、努力を惜しまない人間になりたいと思っています。
　これは余談ですが、阪大の学食はおいしいのでおすすめです。

各種コンテスト優勝者
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平成２８年度（平成２９年３月）専攻科修了予定者の就職内定状況 平成28年10月現在

機械･電気システム工学専攻

物質工学専攻

ダイハツ工業株式会社、株式会社志磨テック、キヤノンシステムアンドサポート株式会社、株式会社ＮＨＫメディアテクノロジー、�
株式会社トヨタプロダクションエンジニアリング、株式会社ワールドインテック、オークマ株式会社

平成２８年度（平成２９年３月）卒業予定者の就職内定状況 平成28年10月 現在

三菱電機エンジニアリング株式会社　福山事業所
フロイント産業株式会社
ＭＨＰＳエンジニアリング株式会社
三菱重工業株式会社
三菱電機株式会社　姫路製作所
富士重工業株式会社
シチズン時計マニュファクチャリング株式会社
独立行政法人水資源機構
株式会社カンセツ
ジャパン マリンユナイテッド株式会社
ヤマハ発動機株式会社
株式会社ホンダテクノフォート
ダイジェット工業株式会社
株式会社マツダＥ＆Ｔ
川崎重工業株式会社
ＪＸエンジニアリング株式会社
唐津バルブ工業株式会社
第一精工株式会社

独立行政法人国立印刷局
江崎グリコ株式会社
第一精工株式会社
コニカミノルタビジネスソリューションズ株式会社
アドソル日進株式会社
西日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ西日本）
株式会社マツダＥ＆Ｔ
西部電機株式会社
雪印メグミルク株式会社
株式会社ＭＪＣ
株式会社志磨テック
関西電力株式会社
三菱電機ビルテクノサービス株式会社
日産自動車九州株式会社
ソニーグローバルマニュファクチャリング&オペレーションズ株式会社
ジャパン マリンユナイテッド株式会社
ＮＳウエスト株式会社
西部電気工業株式会社

コミカミルノタビジネスソリューションズ株式会社
大電株式会社
ＮＳウエスト株式会社
株式会社キューヘン
ムラテックＣＣＳ株式会社
九州電力株式会社
株式会社マツダＥ＆Ｔ
キヤノンシステムアンドサポート株式会社
株式会社ジェイペック
日信電子サービス株式会社
セイコーエプソン株式会社
ヤンマー建機株式会社
株式会社三松
株式会社ソフトサービス
ＮＴＴコムソリューションズ株式会社
ＣＴＣシステムマネジメント株式会社
株式会社九州テン
三菱電機ビルテクノサービス株式会社
水ｉｎｇ株式会社
株式会社ＪＡＬエンジニアリング
ピクシブ株式会社
株式会社日本ビジネスエンジニアリング
本田技研工業株式会社
株式会社富士通ミッションクリティカルシステムズ

中外製薬工業株式会社
森永乳業株式会社 神戸工場
旭硝子株式会社
昭栄化学工業株式会社
株式会社三井化学分析センター
ニプロ株式会社
サントリーグループ
シオノギ分析センター株式会社
矢崎総業株式会社
宇部興産株式会社
三洋化成工業株式会社
第一三共プロファーマ株式会社
岩谷瓦斯株式会社
九州化学工業株式会社
株式会社日本触媒
アステラス ファーマ テック株式会社
株式会社テクノ月星
株式会社篠崎
ＪＮＣ株式会社 水俣製造所
丸東産業株式会社
大日精化工業株式会社（２）
住友精化株式会社
ダイキン工業株式会社

ＤＯＷＡサーモエンジニアリング株式会社
三井金属鉱業株式会社
東レ株式会社
新日鐵住金株式会社
日本精工九州株式会社
東洋製罐株式会社 基山工場
日清紡ブレーキ株式会社 館林事業所
阪部工業株式会社
東プレ株式会社
ヤマハ発動機株式会社
株式会社東研サーモテック
株式会社フルヤ金属
ＮＯＫ株式会社
高周波熱錬株式会社
パンパシフィック・カッパー株式会社 佐賀関製錬所
磯部鉄工株式会社
株式会社アーレスティ
日本磁力選鉱株式会社
tanakaホールディングス株式会社
三井化学株式会社 大阪工場
東プレ九州株式会社

機械工学科 電気電子工学科 制御情報工学科 生物応用化学科 材料工学科

旭化成株式会社、日東電工株式会社尾道事業所、三洋化成工業株式会社、北海道ガス株式会社、株式会社神戸製鋼所

第３回九州沖縄地区国立高等専門学校弓道大会（７月９，１０日）

弓　道 男子団体戦

男子個人の部 ３Ａ　山下　裕也

第３位

優　勝

全国大会出場

全国大会出場

第５３回九州沖縄地区高専体育大会（冬季）の主な成績（１１月１２日～１５日）

ラグビーフットボール 準優勝 全国大会出場

バレーボール

水泳

第５１回全国高等専門学校体育大会（夏季）の主な成績（８月１７日～９月４日）

女子

男子４００ｍ自由形 ３Ｓ　藤村　統太

優　勝

第２位

論文名：すべて異なる確率�

論文名：円周率Πの計算�

第８回坊ちゃん科学賞　研究論文コンテスト（高校部門）　（１０月３０日）

３Ｓ白水　孝始

１Ｃ古澤　聖太

入　賞

入　賞

第５３回九州沖縄地区高専体育大会（夏季）の主な成績（７月９日～１７日）

バレーボール

ハンドボール

硬式野球

陸上競技

柔　道

水　泳

ソフトテニス

男子

女子

男子

男子５０００ｍ

男子走高跳

男子９０ｋg以下級

女子４８ｋg以下級

男子４００ｍ自由形

男子２００ｍ自由形

男子２００ｍ個人メドレー

男子８００ｍ自由形

女子シングルス

４Ｓ　古賀　哲徳

１Ｅ　齋藤　龍洋

４Ｍ　田篭　侑典

１Ｃ　山内　郁弥

３Ｓ　藤村　統太

３Ｓ　藤村　統太

２Ｍ　國分　雅斗

２Ｍ　國分　雅斗

２Ｃ　石井　沙弥

優　勝

優　勝

第３位

準優勝

第２位

第２位

第３位

第３位

第１位

第２位

第１位

第３位

第３位

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

第２２回スーパーコンピューティングコンテスト(８月２２日～８月２６日)

チーム名：GhostDiv ３Ｓ菅野暁、３Ｓ前田南樹、１Ｓ楢原晃都 優　勝

第２７回全国高等専門学校プログラミングコンテスト(１０月８，９日)

テーマ：うぇーぶ！ ３Ｓ中島　暢哉、３Ｓ三田　晧介、２Ｓ堤　幸太朗、２Ｓ江島　樹、２Ｓ田中　志穂 優秀賞

平成２８年度　アイデア対決全国高等専門学校ロボットコンテスト（九州沖縄地区大会）（１０月９日）

久留米高専Ａチーム ロボット名：ＧＩＥＭＯＮ　４Ｅ　小野　夏輝、３Ａ　東海林　慶祐、３Ｓ　木村　介人 ローム賞

日本数学コンクール論文賞（名古屋大学主催）（１１月６日）

１Ｓ川添　裕功 銅　賞
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